
大阪狭山市
まちライブラリーの設置に向けて



（仮称）大阪狭山市立第２子育て支援センター

≪愛称≫ 「UPっぷ」

場所 狭山中学校南側の市有地

開設 平成31年1月中（予定）

施設の位置付け

子育て支援の拠点施設であるとともに、子どもや子育て
家庭との世代をこえた市民の交流の拠点施設

新たな公共施設の誕生

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・市では、実に２０年ぶりのハコモノの新設です。（コミニュティセンターH10年10月以来）・場所は狭山中学校南側、現在工事中です。　平成31年1月中ごろの開設予定です。・６月１日から１５日まで最終投票を実施した結果「UPっぷ」（あっぷっぷ）に決まりました。・施設の位置付け　子育て支援の拠点施設であるとともに、子どもや子育て家庭との世代をこえた市民の交流の拠点施設（世代間交流）・今後「子育て支援・世代間交流センター」として条例や規則で、施設の設置・運営について提案していきますのでいまは、正式名称としましても、あくまで、（仮称）となります



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・建物の外観イメージです
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・１階は子育て支援センターとして、「ぽっぽえん」のあそびの広場のような施設がプレイルームです。・子育て中の親子が集い、交流できる場所です。庭には、砂場やすべり台、三輪車コースもあります。・育児に関する相談など相談室を設けています。



１階プレイルーム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・１階プレイルームのイメージです
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・２階のレイアウトです。・まず階段を上がって右側、自習室を設けています。（５６席）・グループ学習やイベントなどにも使える多目的室（普段は広く開放しているイメージです）・左手奥は、研修室になっています。子育てに関する講座はもちろんですが、世代間交流の講座などもしていきます。　この会議室のように真ん中で仕切ることができます。・ロビーでは自由に人々がくつろげる空間をイメージしています。・ロビーの奥は小上がり・部屋の貸出はしないが、多目的室、ロビー等を活用して、世代間交流事業を実施したい



２階ロビー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２階ロビーのイメージ



２階自習室

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自習室のイメージ



世代間交流センター

開設時間 9：00～21：00

休館日 祝日、年末年始

（参考）子育て支援センター部分

開設時間 9：00～17：30

休館日 土・日曜日、祝日、年末年始

【設置目的】

子どもや子育て家庭との世代をこえた市民の交流を
図る。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・今後、条例の定めの中で、このような開設時間等も決定していきますが、あくまで、現時点の（案）として、２階部分の世代間交流センターの開設時間、休暇日等については、9時～21時まで、休館日については、祝日と年末年始のみで考えています。



世代間交流センターを円滑に
運営するには

• 子どもと大人が交流できる仕掛け

• 多くの市民に利用してもらう仕掛け

まちライブラリーの開設

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設が出来上がりましても、やはり市民の皆さまが集って、多くの皆様に利用していただくには、やはりなにか仕掛けが必要です。そこで、本日ご講演いただきました、まちライブラリーをこの施設の2階部分のロビーや多目的室などに本棚を置いて、開設したいと考えています。まちライブラリーに本を寄贈する人その本を借りたり見たりする人また、一度かりたら、返しに来る人、大人や子どもが、少しでも足を運んでいただく、きっかけになればと考えています。



まちライブラリーの運営

○ 本の寄贈受付

○ 本の整理

○ 書架への稙本

○ 会員登録

○ 本の貸出し

○ 書架の整理

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まちライブラリーの運営は、講演にもありましたように図書館とは違います。こちらに書いているような作業も必要になりますが、人とひとを、本でつなぐという作業も必要です。・市民の皆さんに参加していただきながら、運営していきたいと考えています。



より身近な施設にするために

まちライブラリーサポーターの養成

ワークショップ 時期：１１月頃から

回数：３～４回程度

市民参加によるまちライブラリーの運営

◎市民（利用者）がつくるという意識
◎市民（利用者）同士の気軽な交流

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような、まちライブラリーをぜひ、この狭山の地で市民参加によって、つくることができればよいと考えています。まちライブラリーのサポーターを養成講座についてもおつきあいいただこうと思っています。皆さま、今回を機に、是非、養成講座についても、ご参加をお願いいたします。
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